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第 1章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至ろ動機

石並城跡は佐久市大字岩村田地籍に所在 し、標高 716～ 726mを測る。城跡は蛇行しながら南

流する湯川の西岸の第 2段丘上に北から石並城跡・王城跡・黒岩城跡 とほぼ直線的に南北に連

なって大井城跡を形成 している。大井城跡は佐久市有数の城跡であり、王城跡・黒岩城跡は県の

史跡に指定されている。当教育委員会は、この石並城跡をなんとか現状保存することを考え、一

度は宅地造成の計画を長野県教育委員会文化課の指導のもとに協議 し、開発を思いとどまらせる

ことができたが、再度、森泉建設工業株式会社により開発の計画が持ち上がった。

今回、森泉建設工業株式会社が計画している宅地造成地区は、石並城跡の外郭に当たるものと

考えられる。また、当該地は岩村田遺跡群内に含まれていることから休生時代から平安時代の遺

構の存在 している可能性も高 く、国庫補助金で全面試掘を実施し、遺構の存在が確認されたため

森泉建設工業株式会社 と保護協議を行い、発掘調査を実施することになった。
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第 1図 石並城跡の位置 (1:50,000)
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第 2節 調査日誌

平成 2年 12月 13・ 14日   国庫補助金により試掘調査を実施し、遺構の存在を確認した。

12月 20日～平成 3年 1月 11日  試掘調査の結果を受けて発掘調査を実施する。

平成 4年 1月 6日 ～ 3月 27日  室内にて報告書作成作業を行い全調査を完了する。

第 Ⅱ圭早 遺構と遺物

第 1節 基本土層及び検出遺構・遺物の概要

1)基本土層

石並城跡が存在する地域は、三貫畑遺跡発掘調査報告書の遺跡の環境で述べたように、佐久市

北部にあたり、約13,600年前の第二次外輪山前掛火山の長期にわたる火山活動により形成された

第 1軽石流 (Pl)の堆積地域である。東側は、湯川により浸食されてできた、断崖絶壁で河床

からの比較差は約30数mも ある。

遺構検出の際、表土及び耕作土を取 り除くと、こ

の第 1軽石流 (Pl)が存在し、今回の発掘調査に
0

より確認された全遺構は、この第 1軽石流 (Pl)

直上においてであった。基本的な土層として、Hl

号住居址北側南面セクションを北部の、第 2号堀址

西側東西セクションを南部のモデルとして抽出し、
25cm

第 2図に示 した。

北  部 土層説明

第I層 暗褐色土 (10YR3/4) 粘性なし、耕作土。

第Ⅱ層 にぶい黄橙色土(10YR6/4)ロ ーム層 (Pl)。     50cln

南  部 上層説明

第I層 褐色土(10YR4/4)耕作土。

北部

第 2図

南部

基本土層模式図
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第Ⅱ層 にぶい責褐色土(10YR5/4)耕作土。

第Ⅲ層 橙色土(7 5YR76)ローム層 (Pl)。

2)検 出遺構 ・遺物 の概要

検出遺構

戎跡関連遺構   堀址 3条、濤状遺構 1条、土坑 4基 ?、 ピット13基 ?

竪穴住居址    弥生時代 ?(Hl号住居址)、 古墳時代後期 (H2号住居址)

その他      現代の室 2基

出土遺物

土   器

第 2節

弥生土器、土師器、近世 。近代陶磁器

城跡関連遺構

1)堀址

掘は今回の調査で 3条検出されている。また、発掘区の東側縁辺部には、石並城の本体を区画

する南北方向に伸びる大きな堀が走っている。第 3号堀址は、この大きな掘より分かれて、やは

り南北方向に、並走して構築されており、第 2号堀址も、接合部分は調査区外のため確認できな

かったが、この本体を区画する大堀より分かれて、南北方向から東西方向へ変曲しながら構築さ

れていることが判明した。第 1号堀址は発掘区の西端で検出され、大堀と平行して南北方向に構

築されている◇断面の上層観察では、いずれも自然堆積的であり、堀底面付近に、砂礫層がみら

れ、第 1表にあるように、どの堀址も北方向から南方向に向かって低く傾斜しており、水が北か

ら南に向かって相当量流れたものと判断できる。

出土遺物は、混入遺物として、斎生土器・土師器等が出上しており、陶磁器類は近世以降の瀬

戸・美濃系陶磁器が出土しているものの堀址の構築年代を推定する資料かどうか判然としない。

2)構 状遺構
ィ
マ

第 1号濤状遺構は第 3号堀址の約 5m西側を並走 し、北から南に向かって溝底面が傾斜 してお

り、第 2号堀址にがつかっている。第 2号土坑と重複関係にあり、第 2号土坑により破壊されて

いる。

土層断面の観察により、西側にやや浅い落ち込みがみられ、東側は深 くV字形に落ち込んでお
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り、南側で検出された濤幅は、南側部分がより深く耕作上で攪乱されていたため、西側部の浅い

堀り込みは、破壊されていると解釈できる。

出土遺物は、堀址と同様、混入遺物として弥生土器・土師器等があり、陶磁器は近世以降の瀬

戸・美濃系陶磁器が出上している。

断面形状・平面形態などから本濤状遺構は、第 3号堀址と関連が推測でき、石並城跡外郭部の

関係施設と考えられる。

3)土坑及びピット

本城跡からは、土坑 4基とピット13基が検出されているが、頻跡との関連は不明な部分が多く

(後世の攪乱も含まれているものと考えられる)基礎資料として実測図と一覧表を提示しておく

にとどめる。

第 3節 堅穴住居址

1)Hl号 住居址

本住居址は、 G・ H-6・ 7グ リッド内より検出された。北側が調査区外、西側は耕作土に削

平されていて全容は検出されず、東壁と南壁半分ほどが残存していたにすぎない。ピットは 2基

検出され、PIは主柱穴とみられ、P2は入口部施設に関連した柱穴かもしれない。床面は東壁付

近に貼床の固い部分が存在 した。

出土遺物は、弥生土器小片が数片出土したのみで、所産期については不明である。

2)H2号 住居址

本住居址は、G・ H-9。 10グ リッド内より検出された。北壁の両隅に攪乱があるものの全容

は検出された。カマ ドは北壁中央やや東寄 りに構築されており、破壊が著 しい。ピットは 2基存

在したが、P2の ピットは掘 り込みが浅 く主柱穴らしく思われないが、左右対称の位置にあ り、

Pl・ P2と も主柱穴の可能性が高い。平面形態は南方に広がる隅九台形を呈してお り、規模等に

ついては第 5表を参照されたい。

出土遺物は図示できたものに土師器 6点がある。長胴甕は図示できなかったものの器肉が厚 く、

いわゆる武蔵甕ではないタイプのもので、外もいわゆる須恵器模倣外であ り、古墳時代後期と考

えられる。
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第 3図 石並城跡発掘区 と周辺航空測量図



第4図 遺繕全体図
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ロームブロック

ブロック

第3層

第4層

會::ご 4軸 ,醐 鞠 脱 徽 難 歩

灰責褐色土 (10 YR4/2) 景採拿掌lて ぃる。粘性 な し。小礫・ ロー

にパ い黄褐色土 (lo YR5/4)ふ堺 雲 第9娑 l、 る。粘性 な し。小礫 。橙色

艶 雛 R∽ 艤 酔
望 脚 癬

°層
層

層
層

第

第
第

第

4m

第 6図 第 2号堀址実測図

。原
e,ッ

第 1表 堀址・溝状遺構一覧表

遺構 検出位置 長さ(検出長) 幅 (911) 深 さ (clll) 断面形状 比高差 備 考

痴こ1 I～ K-5～ 10 18ra60911 362ハΨ440 163ハΨ232 V字形 南方ヘー71clll

堀 2 E～ G-12～ 14 1lrn54c皿 340-384
88.5

～■9.5
V字形 東南ヘー14911

堀 3 BoC-5～ 12 22コn30cm 230ハV325 101-138 V字形 南方ヘー28clll

Ml D～ F-6～ 13 27m70cm 80-330 5- 64 ▼ 形 南方ヘー87oll

D2と 重複し、

D2に破壊され

ている。
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第 8図 第 1号濤状遺構実測図
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第10図  Hl号 住居址実測図

第 2表 H2号住居址出土土器観察表

霧岳層 に祭争姜遷避I長i`宅 R6/4)管些蜜僧:耕作
上。

第1層 褐色上 位OY R4/41   
笹常逢 路 .ダi為乱!｀

微量合む。HIの覆土。

2m

図
号

挿
番 器種

法  量
(clll)

成 形 及 び
器 形 の 特 徴

整調 考備

2-1 形
？

小
甕 底径 (6.5)

底部予latに近い兄
底。底部中央付近
が欠損していて不
明であるが、甑か
もしれない。

関,ていねいなヘラナテ

外)縦位のヘラケズ リ。

HFJ「 耐～底い■/3娠仔 口名天YRl

カマド、 1・ Ⅳ区。焼成良好
色調
内)7 5YR5//4(に がい褐色)

外)10YR74(に ぶい黄橙色)

携†う 7 5V,∩ /4 r′と】ぎぃ瀧争F苛労

2- 外 略
降
縞

152

34

丸底。いわゆる須

恵器模模倣亦。
円)日 豚 部 付 近 ヨ ヨナデ

底面付近ていねいな
ヘラミガキ。

外)日 縁部付近ヨヨナデ
稜より下部はヘラケ
ズリ̂

ほ ほ冗 形 。 冗全 要 ullo No 14・ J・ Ⅳ匹

色調 2 5YR6/6(橙色)

焼成良好

2- 坑

径
径
高

口
底
器

(135)

67

口豚部に優を石す
る。
九底。

四 ヅ 雑 な 黒 巴 処 理 。

外)口 縁部付近ヨヨナデ
底面ヘラズリ。

製αV 潤1/3娠仔。 口私天YRl。

焼成不良。
色調  内)10YR1/4(褐灰色)

タト・艦斤) 7.5YR7/4 (と と渓ドい疱豊ねしう

2-4 塊

日径 (9,6)
底径  ・

器高  63

半風に近い丸底。
口縁部、稜をもっ
て内傾する。

内
外

日稼部付近ヨヨナデ
ロ縁部付近ヨヨナデ

口～医部1/顔

「

。 回猛要測。
焼成普通。  Ⅱ・Ⅳ区
色調 内)10YR7/4(にがい黄獲色)

外)10YR3/3(浅黄橙色)

2-5 台付甕 脚着地径 8.5

底部に脚部をその

ままは りつけ。
円,夜任のヨヨナデ。lal旨

付近 ヨヨナデ。

芥)縦位のヘラケズ リ。

B41ゆ元形。 口蠣夭VAl。

焼成良好。 No 6
色調 内・外)5YR74(にがい橙色)

断)5Y71(仄白色)

2- 高亦
脚着地径

(73)

砕辞から脚部に狂
状に製作し、その
下部に外反 1ン て脚
部下部を貼 りつけ
てあるぅ

杯部内面、黒色研磨
脚部内面ヨヨナデ。
脚部柱状部縦位のへ

ラケズリ。その下部
ヨヨナデ_

内 )

外 )

I区  約1/2残存  回転笑測。
焼成良好
色調 内)10YR1 71(黒色)

外)7.5YR6/4(にがい黄橙色)

と片) 10YR6/4 (     ″     う

-13-
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B―

A―

1,

層

層

第
第

掘色土 (10YR4/4)  幕色土・ ローム混入土。
黄禍色上 (10YR5/6) 粘性なし。小礫・パミスを合む。

o    (1 :80)

第11図  H2号 住居llL実 浪1図

2m

第12図 H2号 住居址出土土器実測図
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く

第1層 橙色土 (2.5YR6/8)ロ ーム層の埋上。

0(1:60)lm

第13図  第 3号土坑実測図

第1層 橙色上 (2.5YR6/8)ロ ーム層の埋上。

0 (1:60)lm

第14図  第 4号土坑実測図

第15図 混入土器実測図

/′

第 3表 混入土器観察表

凶
号

椰
番 器種

法  量

(cll)

び
徴

及
特の

形
形

成
器

調 整 備 考

5-1 高芥

外部は、 逆「ハJ

の字状に大きく開
き、日縁部付近で

屈曲して外傾する

内・外面とも赤色塗彩。 堀 1出土。 完全実測。
焼成良好。
色調 内・外)7.5R4/8(赤色)

断)7 5YR3/3(浅黄極色)

5-2 重 底径 つ

平底。 内)ハ ケメ調整がみられ

る。

外)胴下部ヘラミガキ。

H2住血5出土。 回転実測。
焼成良好。
色調 内)10YR8/4(浅黄橙色)

外)7.5YR74(に がい橙色)

断)10Yn8/3(浅黄橙色)

壺 底径 (14.2)

平 底 外)attl下 部ヘラミガキ 掘 1出上 回転実測
焼成普通
色調 内)10YR8/4(浅黄橙色)

外)5YR7/6(橙 色)

断)10YR7/4(にぶい黄橙色)

-15-



5-4 甕 口径 (166)

胴が張らない。武

蔵甕的調整だが、

器肉は厚い。

内)日 縁部付近ロクロヨ

ヨナデ。

外)口 縁部付近ロクロヨ

ヨナデ。胴部縦位の
ヘラケズリ̂

堀 1出上  回転笑測
焼成良好
色調 内)7.5YR6/6(橙色)

外)2 5YR5/4(にがい赤褐色)

断)2.5YR5/6(明赤褐色)

5-5 杯

(12.2)

47

唯
罐
絲

九底。日辺上部に

稜をもつ。

内)て いねいなヘラ ミユ

キ。

外)器面が荒れているが
ヘラケズ リと思われ

る。

堀 1出上  回転実測
焼成良好
色調 内)10YR7/4(にがい黄種色)

外)10YR73(  ″  )
断)10YR7/2(灰 白色)

5-6 手糧

口径  59
底径  4,7
哭菖 ク～クR

2段の油土紐によ

り成形されている
内・外面とも指頭による

調整。

堀 3出土 完形 ? 完全実測

焼成良好
色調 内・外)2.5YR3/4(淡黄色)

第 4表 上坑・ピットー覧表

遺構 検出位置
平面プラン (Oll)

長軸方向 断面形
深さ

(oll)

備 考
長径 短径 形態

Dl D E-12。 13 N-46° 一W 46.5

D2 E-12 N-70° 一W 逆台形 39.0

Pl GoH-6 N-67.5° 一W 33.5 Hl号住内

P2 DoE-13 N-89° 一W 逆台形 25.5

P3 ]-11 橋円形 N-61° 一W 皿 状 P6と 接する

P4 E― ■ 楕円形 N-72° 一W 逆台形 P5と 接する

P5 E-13・ 14 精円形 N-87° 一W 逆台形 22.0

P6 E-14 不整楕円形 N-71° 一E U字形

P7 E-12 円形 N-90° 逆台形

P8 I-7 楕円形 N-80° 一W 皿 状

P9 I-7 不整円形 N-73° 一E

P10 H-7 不整楕円形 N-68° 一W 皿 状

P ll G-7 N-85° 一W 24.0

P12 H-7・ 8 円形 N-22° 一E 逆台形 28.0

P13 G-7 楕円形 N-67° 一W 逆台形

第 5表 住居址一覧表

遺構 検出位置 平面プラン及び規模
壁残高

(clll)
付 属 施 設 時  期 備   考

Hl
G・ H―

6・ 7

南壁長 (380cm)

0～ 10

主柱穴 1

八日施設関連注

穴 1

弥生時代 ?

北側 調査区外

西側 耕作上により

削平されている。

H2
G・ 亘一

9 ・10

東壁長324cHl 西壁長266m
南壁長394clll 北壁長324clll

東西長396clll 南北長386clllの

床面積12.7露

主軸方向N-26°一E

9～33

北壁中央東寄 り

にカマ ド

ピット2 古墳時代後期
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第Ⅲ章 調査のまとめ

今回、石並嫉跡において検出された遺構・遺物の詳細は前述した。検出された遺構は、堀址 3

条、溝状遺構 1条、土坑 4基、ピット13基、住居址 2棟等であり、出土遺物は、弥生土器、土師

器、近世・近代陶磁器である。

今回の調査は石並城跡の外郭部分にあたる約1000だ弱の発掘調査であったが、地上 (現地表

面)ではうかがい知ることのできなかった堀址が幾重にも存在することが解明され、また、城跡

として利用される以前も秀生時代～古墳時代にかけて集落址として、生活居住地域であったこと

が判甥したのは大きな成果であった。

今後の地域研究の基礎資料として大変価値のある資料となろう。
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石並城跡遺構全景 (南方より)

2 石並城跡遺構全景 (南方より)
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3 石並城跡遺構全景 (南方より)

4 石並城跡遺構全景 (南方より)



1 第 1号堀址 (南方より) 2 第 1号堀址 (北方より)
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3 第 1号堀址セクション (北方より)
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1 第 2号堀址 (東方より)

2 第 2号堀址セクション (東方より)
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2 第 3号堀址 (北方より)

3 第 3号堀址セクション (南方より)
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1 第 1号講状道構 (南方より)
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2 第 1号講状道構 (北方より)

3 Hl号 住居址 (南方より)
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4 混入土器

12-4

H2号 住居址出土土器

5 混入土器

12-5

H2号 住居址出土土器

6 調査団
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